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１２ 月 教 育 委 員 会 会 議 会 議 録 

 

          日時：令和５年１２月１９日（火）  午後２時 

          場所：山口県教育庁教育委員会室                  （公開） 

 

教  育  長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全 委 員 
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高校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 それでは、ただいまより令和５年１２月の教育委員会会議を開催い

たします。 

 最初に本日の署名委員の指名を行います。 

 佐野委員、小崎委員よろしくお願いします。 

 

 それでは、本日の議題の審議に入る前に、審議の公開の可否につい

て決定したいと思います。本日の議題は、「地方教育行政の組織及び

運営に関する法律第１４条第７項」の規定に基づき、非公開とするこ

とが望ましいと考えられるものはありません。よってすべて公開で審

議すべきと考えますが、いかがでしょうか。 

 

承 認 

 

 それでは、本日の議題についてすべて公開で審議することといたし

ます。 

それでは、議案の審議に入りたいと思います。議案第１号につい

て、高校教育課から説明をお願いします。 

 

議案第１号、「県立高校再編整備計画 前期実施計画」の改定につ

きまして、御説明します。資料は２ページからです。  

 本実施計画の改定につきましては、これまでも「一部改定（素

案）」について、また、その素案についてのパブリック・コメントや

地域説明会の状況等をお示しし、御協議いただいてきたところです。 

 その後も、１１月定例県議会の文教警察委員会において御説明する

など、御意見をお聴きしながら検討を進めてまいりましたが、本日は

「一部改定（案）」のとおり「県立高校再編整備計画 前期実施計画」

として改定することをお諮りするものです。それでは「一部改定（素

案）」についてのパブリック・コメントの状況を御説明いたしますの

で、資料７ページのパブリック・コメントの概要を御覧ください。 

まず、１のパブリック・コメントの実施状況ですが、１０月１０日

から１１月９日までの３１日間、意見を募集し、２の意見の件数でお

示ししているとおり、２９名の方から１６０件の御意見をいただきま

した。 

次に、３の提出された意見及びこれに対する考え方ですが、いただ

いた御意見を一覧にして整理をしておりますので、次の８ページを御

覧ください。表の左側にいただいた意見の内容、表の右側に意見に対

する県の考え方を記載しています。いくつか取り上げて説明します。

８ページ上から三つ目、四つ目の○のように「学校の再編は避けて通

れない」、「再編することは理解できる」などの御意見をいただきま

した。これらの御意見に対しては、「高校教育の質の確保・向上を図

るためには、一定の学校規模の確保をめざした再編整備を進めること

が必要である」という考え方をお示ししています。 
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次に、９ページの上から五つ目の○のように「望ましい学校規模に

ついて、山口県のように中山間地域が広く、児童生徒が散在する地域

性も考慮すべき」などの御意見をいただきました。これらの御意見に

対しては「全日制課程の望ましい学校規模については、１学級当たり

の生徒数を原則４０人として、１学年４～８学級を望ましい学校規模

としている」という考え方をお示ししています。 

１０ページを御覧ください。上から六つ目の○のように「それぞれ

の地域に、小規模でも通える学校を置いて、地域に根ざした教育を執

り行うべき」などの御意見をいただきました。これらの御意見に対し

ては「何よりもまず、将来を担う生徒たちに、より質の高い高校教育

を提供するためには、望ましい学校規模の確保をめざした再編整備を

進めることが必要であり、こうした再編整備については、中学生の志

願・入学状況や交通の利便性、地域バランスなども踏まえ、全県的な

視点に立って検討することとしている」という考え方をお示ししてい

ます。 

 次に、１０ページの下から四つ目の○のように「子どもたちにとっ

て、魅力ある新高校ができるのではないかと期待している」など素案

の内容を支持する御意見がある一方、１２ページの上から六つ目の○

のように「熊毛北高校の統合先は、なぜ、遠くの柳井市・田布施町の

高校なのか」といった御意見をいただきました。これらの御意見に対

しては「柳井地域・周南地域においても中学校卒業者数は継続的に減

少し、学校の小規模化がますます進んでいくと見込まれる。そうした

中、より質の高い高校教育を提供するため再編整備を進める必要があ

るため、再編統合による新高校の設置について検討した」という考え

方をお示ししています。 

続いて、１４ページを御覧ください。上から二つ目の○のように、

「今回、再編統合される学校は、これまで特色ある教育を実践してき

た学校であり、是非、そのような教育を新しく設置する２校の高校に

は引き継いでほしい」や、１５ページの上から三つ目の○のように、

「３つの専門学科を設置した学校について、専門分野をしっかりと学

びつつ、他学科とも連携した学習により、専門分野の横の広がりを実

践的に学ぶことができるのではないかと期待している」などの御意見

をいただきました。これらの御意見に対しては、「それぞれの学校が

これまで築き上げてきた伝統や、特色ある教育活動、部活動等を可能

な限り継承・発展させるなど、特色ある学校づくりに努める」という

考え方をお示ししています。 

なお、１８ページにはパブリック・コメントの実施方法等に関する

もの、さらに１９ページには、今回の一部改定とは直接関係のない、

その他の意見ということで掲載しております。パブリック・コメント

の概要は以上です。 

それでは「県立高校再編整備計画 前期実施計画」の改定について、

実施内容を御説明しますので５ページにお戻りください。昨年１２月

に策定した前期実施計画では、柳井地域・周南地域について、引き続

き再編整備の検討を進め、その内容が計画に掲げられるようになった

時点で対象校を追加することとしていましたが、この度の一部改定で

は、令和８年度に柳井高校、柳井商工高校、熊毛南高校、田布施農工

高校、熊毛北高校を再編統合して、新高校を２校設置すること、新高
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校については、普通科及び商業に関する学科を設置した高校と、農

業、工業及び家庭に関する学科を設置した高校とすること、地域バラ

ンスや交通の利便性等を考慮し、校地は現在の柳井高校と田布施農工

高校とすること、としています。以上の内容で「県立高校再編整備計

画 前期実施計画」を改定したいと考えています。御審議をお願いし

ます。 

 

ただいま、高校教育課から議案第１号について説明がありました

が、意見、質問はありますか。 

 

パブリック・コメントにも出てきているんですけれども、少人数教

育の可能性についてです。予算的なところとか、全国的な動きでなか

なか難しいのかと思うんですけれども、そちらの方っていうのは可能

性的には難しいと考えているということでよろしいのでしょうか。 

 

 まず少人数教育におきましては、例えばコース制にしたりして、少

ない人数の中で教育を進めるということも、今から設置を考えている

二つの高校においても展開できるものと考えております。一方で小規

模の高校に関しては、やはり活力ある教育活動の展開ですとか、切磋

琢磨できる環境づくり、そういう高校教育の質の向上を考えたときに

は、ある程度の学校規模の確保をめざすことが必要と考えております。 

 

中学校の卒業生の数を考えると最盛期の２６％以下ですし、進学率

を加味した定員を考えても最盛期から３８％以下ということですし、

令和９年からは更に年々減少するスピードが加速するとありますの

で、同じ方向性で施設数を維持していくことは難しいのではないかと

感じております。また、少人数教育ができると良いなと思うんですけ

れども、以前のデータを見ると、どうしても少人数教育の場合、１人

の教員当たりの授業数が多かったり、部活動等の活動数が少なかった

り、どうしてもそうなってしまうと思います。同じ方向性にしたらあ

る程度規模を増やしていかないと良い教育が維持できないのかなとい

う感じをもっております。いかに良い教育が実施できるかというと、

安心して子どもたちが進学や社会にでるための力を身に付けること、

成長していく環境をつくることが一番重要だと思いますので、これか

ら先、県外との競争も十分想定されますから、少なくとも山口県の子

どもたちにとって行ってみたい進学先の選択肢ができるような高校づ

くりを行ってほしいと感じております。減らす方は大変だなという感

じはあります。 

 

委員のお示しのとおり、一つの学校の中でいろいろな選択ができる

環境をつくっていくということは重要と考えておりますし、多様な他者、

それは生徒も教員もですが、多様な他者と関わることでいろいろなも

のが形成されていると考えております。ただこうした再編整備を進め

るに当たっては、本県の分散型都市構造にあることを考慮しながらそ

れぞれの地域にそれぞれの専門学科や行きたい学科がある、そういう

状況をつくることを意識しながら進めていきたいと考えております。 
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様々な御意見もいただいて、ごもっともな御意見が多いなと思って

拝見させていただきました。その上でそういう方向で避けられないと

いうことも理解している気持ちですが、やはり子どもたちにとっては

近くにある高校がなくなって、ちょっと遠くに通わないといけないと

いうことで、御意見の中にもいくつか出ていましたが、通学の方法で

高校生たちが困らないように、是非、通学の方を万全の形で支援して

いただきたいと思います。少しお伺いしたいんですが、高校再編計画

の方で、令和８年度までが現計画、令和９年度から後期の計画となっ

ていまして、その原則等は前期で一旦見直すとか、先ほど少人数でい

くとか教育も可能ではないかとあります。これを決めたときよりもＩ

ＣＴ等の情報通信機器の活用等も進んでいると思いますので、原則は

やはり４０人学級、１学年４から８学級ということでしょうけれど

も、原則を少し時代の流れというか状況の変化に応じて、地元の御意

見等をお伺いしながら少し再検討するとかそういったこともあるので

しょうか。 

 

一つ目の通学に対する支援についてですけれども、今年度から、も

ともと自分が住んでいた旧町にあった学校がなくなるような場合にお

いては、ある一定の基準を満たした場合には通学の支援をするという

制度も立ち上げているところです。もちろん通学にかかる時間がかか

ってしまうという負担はやむを得ないところですけれども、そういっ

た支援は現在行っているところです。それから二つ目の今後の計画の

策定に向けていろいろなことを考慮する必要があるのではないかとい

うことですけれども、御意見ありがとうございます。今進めておりま

す前期の実施計画、令和９年度から令和１３年度を計画年度とする後

期の実施計画、後期の方は現時点でお示しできるものはありませんけ

れども、こうした計画の策定に当たりましては、第３期県立高校将来

構想がベースとなっております。いろいろな状況を踏まえつつそのと

きどきの社会情勢等も考慮しながらその計画の策定につなげてまいり

たいと考えております。委員お示しのＩＣＴ等の環境等も十分考慮し

ながら今後の計画の策定に向けて検討していきたいと思います。 

 

パブリック・コメントを見させていただいて、高校再編っていうの

は子どもたちだけじゃなくて、地域にとっても重要な課題で深刻なこ

となんだなというのをすごく思ったんです。熊毛北高校さんとかは地

域と結び付きが強い、小中学生との関わりがすごく強い高校だと思う

ので、今まで築き上げてきたつながりが無くなってしまわないよう

に、今までつくり上げてきたものがそのまま何かいい形で受け継がれ

ていくような、残っていくよう進んでもらえたらいいなということを

すごく感じました。 

 

これまで、それぞれの高校が地域に、いろいろな影響を及ぼしてい

るということは認識をしているところです。そうした中にあって、今

後この計画が策定されることとなったら、何年か後にその場所から高

校が無くなってしまう、そのときにどういった、小中を含めて地域の

連携した教育が進んでいくかということはしっかり課題と捉えなが

ら、今、委員お示しのとおり、小中を交えて発展的にどういう形が望
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ましいのかということについて検討しながら進めていきたいと思います。 

 

このまま計画通り進んでいった場合、パブリック・コメントでもあ

りますとおり、例えば学校の名前でありますとか、そういったところ

は時間と労力の許す限り関係される方々が皆納得されるような形で進

めていただけたらと思います。 

 

この学校の名称等につきましては、これまでの再編統合において

は、学校の関係者がそれぞれ集まって、校名をいくつか候補を挙げて

いただいて、それを最終的にこうした教育委員会の場で検討していく

という手順をとっています。今回のこの５校を２校に統合するに当た

って、どういう形で進めていくのかというのは、また協議をしながら

最終的にはそういう委員会を立ち上げていくことも視野に入れながら

検討していきたいと思います。 

 

議案第１号について、承認することとしてよろしいですか。 

 

 承 認 

 

議案第１号を承認いたします。 

 それでは、報告事項に入りたいと思います。報告事項１について、

教育政策課から説明をお願いします。 

 

 それでは、報告事項１、公立大学法人山口県立大学からの附属高等

学校設置に関する要望への対応につきまして御説明いたします。資料

の２０ページを御覧ください。 

１のこれまでの経緯にありますように、９月２１日に行われた県立

大学から県教委への３点の要望への対応につきましては、１０月の教

育委員会会議での協議や現地でのヒアリング等を経て、１１月の会議

でお諮りをし、枠の中にお示しをしております内容で御承認をいただ

いたところです。このうち、継続協議としておりました設置者変更の

方法、すなわち附属高校化を年次進行で行うか、一斉に変更するか、

につきましては、２の設置者変更方法についての部分に記載しており

ますとおり、開校年度に一斉変更とすることで、県立大学と合意いた

しました。その主な理由といたしましては、枠の中の上の〇に記載し

ておりますが、仮に年次進行とした場合、開校年度から２年間の移行

期間は、県立高校と附属高校が同じ校舎の中に設置されることになり

ます。こうした中で、附属高校に対しては、県立大学の教員による指

導が行われたり、県立大学への推薦枠が設けられたりといった対応が

想定されます。年次進行では、こうした教育内容の違い等が、同じ校

舎で学校生活を送る生徒たちに影響を与えるのではないかといった懸

念があります。もう一つ、下の〇ですが、現在教員不足が懸念される

中で、県教委としては県立高校等の教員をしっかりと確保していく必

要がある状況です。しかしながら、年次進行の場合、移行期間には、

県立周防大島高校に教員を配置しつつ、附属高校へも県教委から教員

を派遣することとすれば、現状よりも多くの教職員を確保する必要が

あると見込まれ、そうした対応は困難であります。主にはこうした理
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由から、一斉変更で合意したものです。 

最後に、３の今後のスケジュールですが、今後、周防大島高校を受

験しようとする子どもたちにも届くよう、中学生やその保護者等にし

っかりと周知をしていきたいと考えています。また、附属高校の開校

に向けたその他の課題につきましては、まずは、県立大学において検

討されることとなりますが、県教委としても引き続き協議を行うなど

協力していきたいと考えています。また令和８年４月開校に向け、県

教委において令和７年度中に実施すべき主要な手続きについて記載し

ています。説明は以上です。 

 

ただいま、教育政策課から報告事項１について説明がありました

が、意見、質問はありますか。 

 

１点だけ確認させていただければと思いますが、主な理由の最初の

○ですが、この※の所の後で、「県立大学への推薦枠などを想定」と

いうことですが、令和８年４月に一斉に附属になると、令和８年度卒

業生に対して県立大学さんが推薦枠を設けるというところまでのこと

が想定されたということでしょうか。 

 

令和８年度に一斉変更にすると、令和８年４月に３年生になる子ど

もたちが卒業する際の推薦入試枠についてということになろうかと思

います。 

  

そこまでの話し合いで県立大学さんもそれに間に合わせる形で準備

するということですか。 

 

推薦枠を実際に設けるかどうかということについては、今まさに県

立大学の方でも準備、検討されているところですけれども、一斉変更

となれば令和８年度末に卒業する子どもたちにも関わってくるので、

その辺は取り急ぎ検討を進められるのではないかと思っております。 

 

 今回一斉変更にされるということで、私は学校側のスタート時点で

どれだけ熱意をもった子どもたちが集まっているかが大切じゃないか

なと感じておりまして、現在においても周防大島高校、特色のある学

校を運営されておりますけれども、この先、県立大学附属高校になる

ということで、更に入学してくる子どもたちが増えると期待できると

いうか期待したいなと思っているんですけれども、それが既に令和６

年、来年度から、その影響を受ける子どもたちが入ってくるというこ

となので、一斉変更でそういった期待して入って来られる子どもたち

の熱意、その勢いをそのまま引き継いでいける可能性といったところ

を信じていきたいなと思っております。附属高校化については今、多

くの人たちの関心事になっていると思いますので、この動きをプラス

の方向に取り入れて、流れをつくっていただいて、その勢いのまま附

属高校から県立大学に道筋をつけていただきたいなと思っておりま

す。それと、奈良県の事例から準備期間は十分だと県立大学さんの方

から説明を受けているんですけれども、都市部の事例とは異なった対

応も必要ではないかと思いますので、できるだけ前倒しで準備を進め
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て、開校のときには万全を期していただきたいと感じております。 

 

ありがとうございます。開校に向けた準備については、県立大学の

方で今からしっかりと進めてしていく訳ですけれども、おっしゃった

ように遺漏のないよう、スピードを上げて検討していただくように我

々も協力をしていきたいと思っておりますし、県大の方もそう考えて

いると思っております。それから先ほどのお話ですけれども、当面は

令和６年度に入学をめざす子どもたちに周防大島高校が令和８年度に

附属高校になるということをアナウンスしていくことになります。教

育内容の方は今からしっかりと詰めていくような形になりますが、そ

の辺が明らかになり次第、追加でＰＲをして、しっかりとした選択が

できるように県大の方も努力をしていくと思いますし、我々もそうい

う面でも協力をしていきたいと思っているところです。 

 

 一斉変更の告知というものはいつ頃から始まるのでしょうか。 

 

それについては、今日明日にでも始めたいと思っております。 

 

周防大島校区の中学校では、三者面談等で志望校をここにしましょ

うというのが決まっている中で、こういう情報が遅くならないようよ

ろしくお願いいたします。 

 

公開の場でやりましたので、これがスタートという形になると思い

ます。 

 

先日、県立大学の取組とかをパンフレットで目にする機会がありま

して、今まで周防大島高校の方の取組とかは、詳しく見させていただ

きましたけど、県立大学の方も結構いろいろ取り組まれているなと思

って、とてもすばらしい取組だなと思いました。まずは広報、知って

もらうことがとても大事だと思うんですね。事務的な手続きとかは専

門の方が進められると思うので、私には分からないですけれども、や

っぱり知ってもらってなんぼってところがありますので、そういった

パンフレットとか、もっと子どもたちに伝わりやすいような広報の仕

方を考えていただけたら、また新しい取組ですので、是非とも大成功

するようにしてほしいと思います。 

 

今までも県教委は、県立大学といろいろな関わりがある訳ですけれ

ども、今回附属高校の件で更に関係も深まっております。今のお話は

しっかりとお伝えをしていきたいと思っております。 

 

 確認なんですけれども、一斉変更になるということは、来年の入学

者から関係してきて、来年の入学者が令和８年に３年生ですよね。そ

れで令和９年に県立大学へ推薦枠をもらって進学する可能性があると

いうことですよね。その間、県立大学教員による指導も入る可能性が

あって、その県立大学への道筋もフォローされると、そういう感じで

考えてよろしいでしょうか。 
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 今おっしゃったような方向だと思います。県立大学の教員による指

導が入るのは、８年度になろうかと思いますけれども、そういう形で

進んでいくのではないかと思っております。 

 

 それでは、報告事項１については、以上のとおりとします。 

続いて報告事項２について、教職員課から説明をお願いします。 

 

 報告事項２、令和６年度山口県立学校職員採用候補者選考試験の選

考結果について御報告します。資料２１ページを御覧ください。 

はじめに、試験の概要についてです。２２ページの参考資料を御覧

ください。実習助手及び寄宿舎指導員について、１の表に示した選考

区分、志願区分、採用見込者数と５に示した試験の内容により、１０

月２９日に山口県セミナーパークで試験を実施しました。６にお示し

したとおり、１１月３０日に採用候補者名簿登載予定者を発表し、受

験者全員に選考結果を通知したところです。それでは２１ページにお

戻りください。 

 まず、１の選考結果の概要ですが、実習助手については、表の志願

者数の合計欄に示したとおり、２４人の志願があり、欠席者を除いた

１８人が受験し、選考の結果６人を採用候補者名簿登載予定者としま

した。倍率は３.０倍となりました。寄宿舎指導員については、４人の

志願があり、４人が受験し、選考の結果１人を採用候補者名簿登載予

定者としました。倍率は４.０倍となりました。 

 なお、２のその他にお示ししているとおり、採用候補者名簿登載予

定者については、１２月２８日に教員採用候補者名簿登載予定者と併

せて、着任までの心構え等について学ぶ任意参加の研修を実施するこ

ととしています。以上、御報告します。 

 

ただいま、教職員課から報告事項２について説明がありましたが、

意見、質問はありますか。 

 

実習助手さんの志願者が２４名なんですけれども、実際に受験され

た方が１８名ということで、少し受験されなかった、欠席された人数

が多いと感じましたけれども、何か理由がありましたでしょうか。 

 

 理由は、他の職が決まったというようなケースもあろうかと思いま

すが、ここでは、詳細までは申し上げられません。 

 

 体調不良とか、そういうこともあったのでしょうか。 

 

 コロナであったりとか、特にそれは無かったと思います。 

 

 それでは、報告事項２については、以上のとおりとします。 

続いて報告事項３について、義務教育課から説明をお願いします。 

 

 １０月に実施した山口県学力定着状況確認問題の結果につきまして

御報告いたします。資料２６ページの実施概要を御覧ください。 

本調査は、春の全国学力・学習状況調査とともに、年２回の全県的
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な検証改善サイクルを確立し、県内全ての児童生徒の学力向上を図る

ため、平成２５年度から本県独自に実施しており、本年度が１０回目

の実施となりました。昨年度に引き続き、児童生徒の１人１台端末を

利用して行うＣＢＴで実施しました。今回の確認問題は、小学５年か

ら中学２年までの全児童生徒を対象として実施しました。教科は国語

と算数・数学を、また中学２年は英語も実施しました。教科の問題に

ついては、これまでの学力調査等で見られた本県の課題を踏まえ、こ

れまでと同様に知識に関する問題と、活用に関する問題を一体的に出

題しています。また、質問紙につきましては、学習意欲や学習環境等

に関する内容の調査を行っております。 

 それでは、調査結果の概要を御説明します。２７ページの「教科の

問題に関する結果」を御覧ください。（１）には、各学年・各教科の

平均正答率をお示ししています。（２）には、教科ごとに、小・中学

校の主な成果と課題をまとめています。成果として、正答率が 

８０％以上の項目やこれまで課題と見られたもので改善傾向にある項

目を挙げています。また、課題として、正答率の低い項目や継続した

課題である項目を挙げています。２８ページからは、校種・教科ごと

に、より詳しい結果と分析を載せています。それでは、この中から小

学校の算数と中学校の数学を紹介します。 

 まず、小学校算数です。３３ページの小学校５年「伴って変わる二

つの数量の変化や特徴を捉え、その答えを求める」問題についてで

す。正答率は８２.５％という結果であり、多くの児童が日常生活の場

面の数量の関係に着目し、表から規則性を見つけることができている

ことが分かりました。一方、３４ページの小学校６年「高さが等しい

三角形について、底辺と面積の関係を基に、面積の大小を判断、表現

すること」には課題が見られ、正答率は２３.７％でした。４月に行わ

れた全国学力・学習状況調査において、これと同様の問題が出題され

ており、その際の全国の正答率は２０.８％、山口県は１８.２％でし

た。市町教委と連携をしながら、課題解決に向け、一層働きかけを進

めてまいります。 

 次に、中学校数学です。４１ページの中学校１年「線対称な図形に

ついて、対象の軸の本数を求める」問題に成果が見られ、正答率は 

８５.５％となっています。一方で、４２ページの「投影図から立体の

表面積について理解すること」には、課題が見られました。正答率は

１２.７％でしたが、誤答の状況から表面積ではなく体積を求めようと

したこと、あるいは問題から読み取れる数字を全て掛けて答えを出そ

うとしたことなどが推測されます。他教科につきましても、特徴的な

問題例をお示ししていますので、後ほど御覧ください。 

はじめにお話ししたとおり、本確認問題はＣＢＴを導入しておりま

すが、ＣＢＴの導入の児童生徒にとってのメリットとしては、実施後

の結果が児童生徒の手元に戻るのが早いことや、キーボードなどによ

る正確な文字の入力をはじめ、情報活用能力を生かすということが挙

げられます。一方、教員にとってのメリットの一つは、業務負担の軽

減です。記述式以外の問題は自動採点であるため、採点業務にかかる

時間は大幅に短縮され、その分の時間を課題の解決策を考える時間等

に充てることができるようになりました。また、問題用紙の読み仮名

が必要な児童生徒がいる場合は各学校が手書きで読み仮名を書いてい
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たのを端末で表示されるように改めたり、英語のリスニング問題で使

用するＣＤを約２００枚複製していたのをやめ、音声データをダウン

ロードできるようにして、コストの削減につなげたりといったメリッ

トもありました。国は、令和７年度の全国学力・学習状況調査の中学

校の理科からＣＢＴで実施することとしており、順次、対象教科及び

校種が拡大されていく予定です。県の確認問題のＣＢＴでの実施を継

続し、対応していこうと考えています。 

 ５７ページからは、児童生徒質問紙の調査結果をお示ししていま

す。いくつか抜粋したもので説明いたします。６４ページを御覧くだ

さい。質問７から１１は、各教科の勉強が好きかという質問について

です。算数・数学科、理科、英語科において、学年が上がるにつれ、

肯定的な回答の割合が減少しています。学ぶことが好きである児童生

徒が増えるように、教員の授業力を高めるための研修会や、指導主事

等による学校訪問での助言を充実させていく必要があると考えていま

す。また、児童生徒自身が、学ぶことの意味や価値を実感できるよう

に、地域の方と学力について話し合う熟議の実施を推進しています。

関連して、７４ページを御覧ください。質問２１では、「地域の人々

と話し合う場（熟議）に参加して、発言したことがありますか。」に

ついて、肯定的な回答が全ての学年において増加しており、多くの学

校で子どもの声を大切にする学校経営が動き始めています。引き続

き、県の施策を推進してまいります。 

次に、ページを戻っていただきまして、７０ページを御覧くださ

い。質問１７、自分で計画を立てて勉強をしているかを聞いた質問で

は、当てはまると回答した割合は全学年で減少していました。全国学

力・学習状況調査の結果でも課題が見られ、引き続き、家庭学習の充

実について、市町教委とも連携しながら、具体的な手立てを講じる必

要があると考えています。 

最後に、今後の取組についてです。７７ページを御覧ください。県

教委としては、今回の結果を各市町教委との合同研修会で共有する予

定です。地域や学校の実情も踏まえながら、課題解決のために必要と

なる取組などについて共通理解を図った上で、市町教委と連携し、各

学校の伴走支援をしてまいります。具体的には、やまぐち型地域連携

教育による家庭や地域との連携・協働を基盤とし「学校の組織力の充

実」、「教員の授業力の向上」、「学校・家庭・地域の連携力の強

化」の三つの視点からの取組を推進するとともに、検証改善委員会か

らの客観的評価を受け「取組の意義や目的を確認しながら推進す

る」、「取組の進捗状況を確認する」ことを重視しながら、検証改善

に取り組んでまいります。以上で、説明を終わります。 

 

ただいま、義務教育課から報告事項３について説明がありました

が、意見、質問はありますか。 

 

 ＣＢＴを使われてかなり効率的な対応はできるようになっておられ

るということで、更に効果的に御利用いただけたらなと感じておりま

す。それとはちょっと違うんですけれども、先日、国際学力調査の結

果が報道されて、日本は順位が上昇して世界トップレベルになったと

報道されていてすごいなと思いつつ、山口県の教育は連続性があるの
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かなと、その辺どのような感じなのでしょうか。感じるところはあり

ますか。 

  

 具体的に、正直実感というのはありませんが、とにかく学校の方で

いろいろな取組が行われて、特に情報活用能力であるとか、その辺に

ついてはかなり各学校で特色的な取組が行われていたり、市教委を中

心にいろいろな研修会が開かれていたりということはあるかと思って

います。ただし、気を付けなければいけないのは、例えば一つの事だ

けができるのではなくて、やはり総合的にできるようになる、例えば

活用する力が付いたら基礎・基本がちょっと駄目になるとかいうので

はなくて、それを土台にしていろいろなことが、全てのことができる

ようになるのがよいと思っています。 

 

 その記事などを見ていて、基礎・基本の少し劣っているところが自

主的に学ぶ事ができる、そういったところが少し劣っているんじゃな

いかなと感じました。その調査でも、自分自身で振り返ったり、見直

して帰って考える、そういった取組が減少傾向だということで、やは

り山口県でも同じ傾向があるんだなと感じましたので、その辺りしっ

かり自分で自主的に学ぶことができるように後押しをしていただきた

いという気がします。それと、いじめについての認識なんですけれど

も、これは最近の社会情勢の動きの影響が現れてるんじゃないかなと

思うところもありますが、必ずしもいじめはいけないことだという認

識をしているパーセンテージが少し落ちてきているというところで

す。状況を注視しながら、やはりいじめはよくないんだということを

伝えること、今までとは少し違うアプローチというのを考えていかな

いといけないのかなというそんな感想をもっておりますので、よろし

くお願いします。 

 

 最初の自ら学んでとか自立的なことにつきましては、授業の中でも

振り返りを大事にして、これからも授業改善、それから子どもたちの

方にも努めていきたいと思っておりますし、先ほどありましたように

熟議を通じて学校だけでなくて、家庭教育であったり、地域の方々に

もそういう視点をもっていただくようにしていきたいと思います。そ

れからいじめのことについては、これは前回もお話したかもしれませ

んがこれは１００％でなければいけないと思っております。ただこう

いうような数値が出たことで、各学校や教育委員会の方にもこういう

実情があるんだということはあわせて、また改めてその対応について

は考えていきたいと思います。 

 

 ＣＢＴで行われたことでいろいろな解析ができるようになるんじゃ

ないかなと思うんですが、例えば６４ページで、各教科の勉強が好き

だということで、教科ごとに何パーセントという数値がありますけれ

ども、例えばこのパターンとして国語と社会が好きな人とか、理科と

英語が好きな子どもとか、そういったクロス集計というか、そういっ

たパターンの子どもたちには、例えば理科が嫌いだけど数学が好きだ

と、理科に数学の要素を加えた授業展開をすると理科もだんだん好き

になるというような、そういう分析等が進められたら面白い事になっ
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ていくんじゃないかなと思いました。やまぐち総合教育支援センター

さんなんかでも、こういった事も取り組まれたら面白いかなと思いま

した。 

 

 今、委員さんが御指摘のとおり、正にＣＢＴ化することによって、

いろいろな分析の可能性が出てきています。先ほど少しありましたけ

れども、昨日から各市町との合同研修会というのを開いておりまし

て、我々が持っているデータと、市町教委さんが分析されたデータ、

これを合わせてみてどんなことができるかというところを今模索して

おります。また３学期からそれを具体的なものにできるように今進め

ているところです。 

 

 まず一つ質問なのが、ここに質問紙のデータがありますけれど、こ

この質問に対する回答は選択制だったりするんですけれど、フリーで

子どもたちが解答できるスペースがあるのでしょうか。もし無いので

あれば、そういったものを設けると結局質問で限られた答えの中を選

ぶだけだと、生徒の本当の姿というのが見えてこないことにもなりま

すので、フリーのスペースを作ると集計とかもいろいろ大変かとは思

いますけれども、本当の課題を見つけるにはそういうことも大事なの

かなと思ったので、少し質問しました。 

 

 今、この児童生徒質問紙には子どもたちのフリーに書くスペースが

あるのかということですけれども、これは今残念ながらフリーに書く

スペースは設けておりません。今、お話を聞きながらそういうものを

設ける事によってということはいいと思っています。ただ、各学校の

方でも週に１回程、学力だけでなくて生活アンケートというものをし

ておりまして、それでいろいろなところから子どもたちの様子とか、

想いとか、そういうものが一応、各学校、それから市町教委によって

も集約するような仕組みにはなっておりますが、先ほどいただいたこ

とについては今後検討してまいりたいと思っております。 

 

 ７７ページの学校・家庭・地域の連携力の強化についてなんですけ

れども、地域の者としても、子どもたちに教えるというのは難しい、

子どもに学力を付けようというのはなかなか難しいんですが、子ども

が自分に付いた学力を発表する場をっていうのはすごく、その場に私

達がいるっていうのはすごくできる事なんですね。子どもたちが身に

付けた力を表現する場、伝える場というのが多々あればとても良いな

と思います。それがもちろん、熟議もなんですけれど、普通に子ども

たちが成果を発表する場、それを大人達が聞いてそれに対する感想を

言うとか、そういう場が多ければ多いほど、子どもたちの自信にもつ

ながると思いますし、地域の者としても何か役に立っている、子ども

たちのために何かできることがあったっていう、地域側としてもやり

がいを感じるので、そういう場があれば良いなと思います。 

 

 今、委員さんが御指摘のとおり、正にこのＣＢＴ化にすることによ

って、既に結果を配られている学校さんもあるかと思います。ちょう

ど今、今週くらいから、２学期の保護者会などで、このＣＢＴによる
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結果を表にするであるとか、そういう形で返していると思います。そ

ういう意味で子どもたちが自分の結果を経年で変化を見られたりと

か、それを元に資料を作ってさっき言ったような皆の前で発表したり

とか、そういう場面もこれから多くなるのではないかと期待をしてお

ります。 

 

 それでは、報告事項３については、以上のとおりとします。 

続いて報告事項４について、高校教育課から説明をお願いします。 

 

 報告事項４、令和６年３月新規高等学校等卒業予定者の就職内定状

況等について、高校生の就職支援対策なども含めて、御報告いたしま

す。議案冊子７８ページを御覧ください。 

 この表は、山口労働局発表の１０月末日現在の「求人・求職・就職

内定状況」です。Ａの求人数、６,３８４人に対し、Ｂの就職希望者数

の合計は、２,３７５人であり、この結果、Ｃの求人倍率は２.６９倍

となっています。求人倍率については、過去１０年間を見ると最も高

い数値となっています。 

次に、Ｅの就職内定率の合計は９０.８％となり０.８ポイントの減

少、Ｆの欄上段の県内就職内定比率は８１.８％となり１.０ポイント

減少しています。就職内定率・県内就職内定比率ともに前年同期と比

べ減少していますが、学校からの聞き取りによる１１月の状況を見る

と、二つの項目とも着実に増加しているところです。 

次に、７９ページの２についてです。現在の高校生を取り巻く就職

環境を踏まえ、「ガイダンスの充実」と「マッチングの促進」に重点

をおきながら、関係機関と連携した支援に取り組んでいます。具体的

には、地元企業に就職した卒業生を学校に招き、山口県や企業の魅力

などについて生徒に語りかける座談会を開催したり、生徒と保護者が

企業の採用担当者と直接面談する機会を確保したりすることにより、

高校生の就職に向けた意識の醸成と企業等についての理解促進を図っ

ています。また、１人１台タブレット端末を活用し、県内企業の情報

や山口県で暮らし、働くことの魅力を発信するなど、ＩＣＴを積極的

に活用した情報発信にも取り組んでいるところです。今後は、（２）

にお示ししている支援に全力で取り組み、就職希望者全員の早期内定

に努めるとともに、次年度以降就職を考えている生徒への支援とし

て、就職サポーターによる個別面談を学校で実施してまいります。 

次に、３の特別支援学校における支援についてです。（１）の表に

１０月末日現在の内定状況等をお示ししています。就職希望者７７人

中、内定者は１４人となっています。８０ページの（２）にお示しし

ているように、今後とも新たな現場実習先の開拓と現場実習の充実、

更に、ハローワークなど、関係機関との連携による就職支援にしっか

りと取り組んでまいります。 

 

ただいま、高校教育課から報告事項４について説明がありました

が、意見、質問はありますか。 

 

 それでは、報告事項４については、以上のとおりとします。 

 それでは、協議事項に入りたいと思います。協議事項１について教
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職員課から説明をお願いします。 

 

 資料８１ページ「教職員人材育成基本方針の改定について」御協議

をお願いいたします。１にありますとおり、教職員人材育成基本方針

とは、キャリアステージごとに求められる教員の資質能力を示すとと

もに、本県教育を担う人材の育成に向けた取組の方針を示したもので

す。２の改定の理由ですが、現在の方針が策定されたのが、平成２４

年ということで、策定から１０年以上が経過し、この間、時代や教育

を取り巻く状況が大きく変化したことや国においても新たに教職員に

求められる資質能力が示されたことを踏まえ、この度改定を行うもの

です。３の改定の内容につきましては、協議事項１別冊資料に基づい

て御説明いたします。表紙をめくっていただきますと、新旧対照版と

なっております。左右にページ番号を振っておりますが、表紙から全

てのページについて、左が旧、右が新で製本しています。新たな方針

では、２ページにお示しのとおり、副題を「ともに学び、ともに育

つ」としておりますが、これについては、後ほど御説明いたします。   

４ページを御覧ください。１の教職員人材育成基本方針に基づく人

材育成の推進では、教職員の人材育成の意義やこれまでの人材育成の

取組について記載しております。２の改定の趣旨には、最初に御説明

しました改定理由とともに、先ほど触れました副題の趣旨となる「と

もに学び、ともに育つ」について、子どもたちとともにや、他の教職

員とともに、地域等の関係者とともになど様々な方とともに学び、と

もに育つというコンセプトを示しました。また、この１０年間で教育

を取り巻く環境にどのような変化があったかについても点線の枠内に

記載をしております。 

次に６ページを御覧ください。山口県が求める教職員像についてお

示ししております。本県では、これまで教員に求められ、期待される

資質能力を「山口県が求める教師像」として示していましたが、学校

教育においては、教員間だけでなく様々な学校職員や支援スタッフと

のチームとしての連携・協働の重要性が高まっていることから、「山

口県が求める教職員像」として整理し直したところです。併せて、内

容についても見直し、コミュニティ・スクールやスマートスクールな

ど、近年の本県教育の動向を踏まえたキーワードとして、「変化」、

「マネジメント」、「地域」の三つの言葉を含めて項目を追加したも

のとしております。また並びにつきましても、◎で八つほど並んでお

りますが、上から五つ目までは個人に関すること、六つ目から最後の

八つ目までは他者との関係性に関することとして、整理し直しまし

た。 

次に８ページを御覧ください。ここでは、昨年度改定した山口県教

員育成指標との整合性を図り、キャリアステージと資質能力の関係性

や各ステージで求められる姿を示しております。また、教職員の人材

育成において大変重要な役割を担う存在である管理職につきまして

は、教職員一人ひとりが自らの将来の姿を考える上で大切な視点の一

つであることから、その下の方に求められる資質能力及び姿を別に示

しております。 

 次に１０ページを御覧ください。五つの人材育成に向けた基本方針

を示しておりますが、下にお示しの図と合わせて再整理しました。基
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本方針の一つ目は、図の下から上に向けて教員の養成・採用・研修に

一体的に取り組むという全体構成を示しています。その上で、基本方

針の二つ目は養成について、三つ目は採用について、四つ目は研修に

ついて、五つ目は人事についてそれぞれ示し、人材確保の要素も含め

た人材育成の方針としています。また、下の図については、養成、採

用、研修・人事の記載内容や、大学、家庭・地域などの連携先が、現

状に即したものとなるように見直すとともに、市町教委や教員養成課

程を有する県内全ての大学等で構成された山口県教員養成等検討協議

会を新たに加えるなど工夫・改善をしております。 

 次に１２ページを御覧ください。五つの基本方針それぞれについて

主な取組を示していますが、現行は教職員評価から人事制度まで四つ

に細分化してお示ししているのに対して、新たな案では内容の重複を

避けながら、かつ具体的な取組を示しております。１４ページについ

ても基本方針の事柄をお示ししております。 

 次に１６ページを御覧ください。現行は、若手から管理職までに分

けてそれぞれの取組をお示ししておりますが、１６ページの方では新

たなステージの考え方として、若手や中堅という年齢によるまとまり

をなくしたことや、内容についても重複が多かったことから、新案で

は新たなステージごとに求められる教職員の姿に変更し、一つの表に

まとめました。続いて１８ページには、管理職について記載しており

ますが、一つに製本しますと１６ページと１８ページは見開きとなる

ため、各ステージと管理職を、連続性をもって見ることができます。

以上で、新旧対照版の説明を終わります。 

 資料８１ページに戻っていただき、４のスケジュールについてです

が、本日の協議において委員の皆様からいただいた御意見を踏まえ、

引き続き検討を続け、来年２月の教員養成等検討協議会で再度協議し

た案を、３月の教育委員会会議でお示しするという予定としておりま

す。今回の改定により、教職員人材育成基本方針をより良いものと

し、活用につなげていきたいと考えていますので、委員の皆様からの

御意見をよろしくお願いいたします。 

 

 ただいま、教職員課から協議事項１について説明がありましたが、

意見、質問はありますか。 

 

とっても分かりやすくまとめられているので、いいものができてい

るなと感じました。まず、「教職員」ということで職員を入れられた

ことに関してですが、それは私もとても良いことだなと思っていま

す。やはり私達がまず学校に行って最初に出会うのは事務室の先生で

あったり、そこにいらっしゃる方なんですけど、その事務の方の対応

によってこっちの受け取る側も何かちょっといろいろあるんですけれ

ども、その職員の方の資質というか、本当に例えば学校運営協議会の

委員さんの名前と顔を全て覚えていらっしゃる方とか、行ったら必ず

名前を呼んでくださる方、「あ、小崎さん今日もよく来てくださいま

したね。」みたいな感じでちゃんと名前を呼ばれる方とか、そういう

ちょっとしたことでやはり受け取る側も気持ちが良いですし、学校事

務室が明るければその学校も明るいのかな、いい感じで回っているの

かなっていうのがあるので、やはり職員さんに対してもそういう資質
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能力というのが示されるというのはすごく良いことだなと思いました。  

８ページの「キャリアステージと求められる資質能力・姿」の所な

んですけれど、管理職では教頭先生とか校長先生とかですけれども、

事務長さんもそうですね、この管理職の資質能力の所で、私個人的に

は是非、こっちの古い方に「人間的な魅力」ってあるんですけれど

も、この表現ってすごく良いなと思うんですね。もちろんマネジメン

ト能力とか、そういう能力も大切なんですけれども、校長先生、教頭

先生本人の人間的な魅力があるかとか、例えば他の教職員から信頼と

か尊敬される姿であるかとか、そういうのがとても重要かなと思って

います。自分自身について、表現が難しいですが、自分磨きをしてい

るかとか、何かそういうことも付け加えられたら良いなと思いまし

た。また、ステージ２、３を完璧にされての教頭先生だと思います

が、あえて管理職の所に「地域とのつながり」というのも入れていた

だきたいです。校長先生が地域と関わる時間とか、そういうことがと

ても多いと思うので、その地域の方とのコミュニケーションがとれる

かとか、つながりを強く深めることができるかとか、そういうところ

もあれば良いかなと思いました。 

 

ありがとうございます。整理する中で、左側と右側を比べて先ほど

管理職の人間的な魅力というところがあったり、無かったりというと

ころがありますので、今その辺りもう一度精査していきたいと思います。 

 

養成の段階から、採用または研修から、管理職、ステップごとに分

かりやすい指針、方針がまとめられているなと拝見させていただきま

した。現場の先生方もこれを参考にしながら、またステップアップし

ていただけたらなと思います。ちょっと教えていただきたいんです

が、１４ページ目の基本方針５の所で、私が存じ上げなかったのです

けれども、教職員評価の手引きとか人事異動方針とあります。人事異

動方針はなんとなくこのことかなというような想像はつくのですが、

教職員評価の手引きというのは前からありましたでしょうか。 

 

はい、そちらの方は毎年特に変わるものではないのですけど、評価

の手引きというものを先生方に提示をしております。 

 

そうした手引き等を参考に先生方がステップアップしていただける

と、実りあるものになるのかなと思います。 

 

それでは、協議内容のとおりに進めていただきたいと思います。 

続いて協議事項２について、高校教育課から説明をお願いします。 

 

 協議事項２、令和７年度山口県公立高等学校の学科設置についてで

す。岩国高校、徳山高校、山口高校に新たに設置する学科について、

御協議をお願いいたします。資料の８２ページを御覧ください。昨年

１２月に策定した「県立高校再編整備計画 前期実施計画」におい

て、進学に重点を置く取組を推進するため、岩国高校、徳山高校、山

口高校に、「特進探究科（仮称）」を令和７年度に設置することとし

ており、これまで学校の意見なども聞きながら、新学科の名称やコン
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セプト、教育内容等について検討を行ってきたところです。本日は、

その名称やコンセプトなどについて御説明します。 

 まず、１の概要を御覧ください。「特進探究科（仮称）」としてい

た名称については、正式に「文理探究科」とすることとしました。次

に、２の学科設置の内容についてを御覧ください。現在、岩国高校、

徳山高校、山口高校には、右の表にあるように、普通科及び理数科を

設置していますが、令和７年度から、左の表に示しているように、新

たに文系学科を設置することとし、上から、岩国高校では人文探究科

と理数探究科、徳山高校では文科と理数科、山口高校では文科と理数

科とすることとし、文系学科と理系学科を併せた総称を文理探究科と

しています。これに伴い、前期実施計画で、名称の変更を検討するこ

ととしていた宇部高校、下関西高校、萩高校の探究科についても、文

理探究科と名称を変更し、６校とも同じコンセプトのもと、進学に重

点を置く取組を推進していくこととしています。 

  次に３の文理探究科についてを御覧ください。（１）にお示しして

いますように、文理探究科のコンセプトについては、探究的・発展的

・先進的な学習活動を軸として、大学での高度な学習につながる高い

学力や未来を切り拓く次代のリーダーとして求められる力を育成する

こととしており、６校が連携して、特色ある教育活動を展開したいと

考えています。具体的には、自ら見つけた課題の解決に向けて取り組

む探究的な学習、高いレベルでの発展的な学習、大学等と連携した先

進的な学習を展開することとしています。そうした取組を推進する中

で、その下にあります自己実現力、考察力、共創力、挑戦力などを育

成してまいりたいと考えています。（２）の概念図では、先ほど説明

したコンセプト、特色ある教育活動、育成する力をまとめたものをお

示ししています。なお、具体的な教育内容等については、今後学校と

密に連携して検討してまいります。説明は以上です。御協議をよろし

くお願いいたします。 

 

 ただいま、高校教育課から協議事項２について説明がありました

が、意見、質問はありますか。 

 

具体的な内容は今後うんぬんということがありましたが、特色ある

教育活動の○が３つある内の一番上の探究的な学習、２番目、３番目

はなんとなく分かるんですけれども、自ら見つけた課題の解決に向け

て他者と協働して取り組む学習というのは、例えばどんなものがイメ

ージされるんでしょうか。 

 

現在、理数科におきましては、課題研究という、自分で興味ある課

題を自ら設定をして、そしてそれに関する情報、理系であればそれを

データを収集するですとか自分で実験をする、そういうデータを収集

する、更にはそれを整理、分析、考察をしながら最終的にはそれを発

表していく、まとめ、表現をしていく、さらにそれがまた新たな課題

の設定につながっていく、そういうような、それを発展的にその探究

のサイクルを繰り返しています。テーマで申し上げると理系辺りはそ

ういうテーマが想像しやすいかもしれませんが、探究学習の成果の発

表会というのが昨年度の３月にもありましたが、その中で文系で発表
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されたものをいくつか紹介いたします。例えば、萩高校においては、

これまで英語について、明治時代とか大正時代に英語でどういう授業

が展開されていたか、それを研究して現在の英語教育と比べてこんな

進化が、というようなことを調べて考察して、そして今後の英語の教

育のあり方というところまでを調べて英語で発表するというようなこ

とがなされています。また、宇部高校においては、宇部が石炭で発展

してきた町でありますので、そういう宇部の石炭に関する施設、設備

をいろいろ回りながら、情報収集して調べて、そして最終的にそれを

すごろく形式でまとめて、小中学生に紹介をするというような発表が

されています。さらに、下関西高校においては、英語版の日本漫画

で、擬態語がどういうような表現をされているかというのを調べて、

そしてそれを発表するというようなことがされています。いろいろな

工夫をこらした探究、それを深く調べたり発表したりして、また新た

な課題を発見してまた調べて発表したりしていくということを繰り返

して深い学びにつなげていく、というようなものが展開されていま

す。理数科においては、探究的な学びがこれまでもずっと脈々と展開

されてきたところでありますので、そのようなノウハウを生かして文

系においても、例えば文学ですとか経済ですとか法学ですとか、いろ

いろなその文系分野でもそういう内容の研究が、探究的な学びで深め

られていくものと考えております。 

 

 今の質問に少し関連するんですけれども、特色ある教育活動を今ま

でもやられていらっしゃるみたいなんですけれども、そういった自ら

見つけた課題の解決に向けての学習について、評価をどのようにされ

るんですかね。今、頭に思い浮かんだのが、広島の叡智学園がバカロ

レア教育で、そういう課題解決の授業をされていらっしゃるんですけ

ども、それは単位に認定されるので、それが評価になって、次に進ん

でいってたみたいなんですけれども、この場合、評価をどのようにし

てどこにつなげていくのかなというところが何かあるんだとは思うん

ですけれども、その辺を少し御説明をお願いします。 

 

 今申し上げた課題研究というものは、発表会等を通していろいろな

形で評価をされるものでありまして、そのような活動実績というもの

は、例えば指導要録であるとか調査書にも反映されるものであって、

そうしたものを踏まえて、活動実績報告書というような形で大学進学

に向けても選抜材料として見てもらえたりとか、いろいろな評価のさ

れ方はあると考えております。 

 

 評価の方法が明記されているのですか。 

 

 大学入試とかのＡＯ入試が総合評価とか、今そういった探究的な活

動の実績とかを発表して大学入試とかで評価を見ているというのもあ

りますし、最近そういう形が増えてきていると思います。 

 

 日本の大学でもそういうのが評価されて、進学につながっていくも

のなのですね。 
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 先ほど申し上げた理数科の課題研究等においては、評価・評定とい

う意味での、５や４といった通常の科目の評定というものは当然あり

ながら、それに加えてということで先ほど説明を申し上げました。 

 

 通常の評価と、大学とか次の進学先に向けた実績の面と両方あると

いうことでいいですよね。和泉委員さんどうですか。 

 

 こういった主体的な探究の活動を通して、子どもたちが課題解決能

力、表現力、コミュニケーション能力そういったものを総合的に身に

付けて、力のある、これからそういったリーダーになっていくような

資質・能力が備わっていくんじゃないかなと期待しております。ただ

現状、大学入試の方ですと、こういった進学校の生徒さんは多分前期

入試で共通テストを受けて、学力で受かっていく生徒さんが多いのか

なと思って拝見させていただきました。むしろ総合型選抜であると、

先ほど名前の挙がった高校さん以外の高校さんの方が、総合型で受験

していく生徒さんが多いんじゃないかなというような、大学側の課題

でもあるのかなと思い、今、拝見させていただきました。 

 

今、和泉委員さんからの御指摘がありましたが、この探究的な学び

をすることによって、例えば共通テストですとか、大学が個別に指定

している試験に向けた学力が備わないかということでなく、そこはむ

しろ相関があると思いまして、そういう探究的な学びをしっかりする

ことによって、そういう入学者選抜も前期試験や後期試験を突破でき

るための力を身に付けることができると考えております。 

 

前期入試なら前期入試で、共通テストや個別学力試験にプラスアル

ファしていくようなものを評価することが大学のこれからの課題かな

と感じています。 

 

それでは、協議内容のとおりに進めていただきたいと思います。 

 次に、次回の教育委員会会議の日程について、教育政策課から説明

をお願いします。 

 

次回の教育委員会会議は、令和６年１月２５日午後２時を予定して

おります。よろしくお願いします。 

 

以上で１２月の教育委員会会議を終わります。 

 

 

 

 


